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〈編集後記〉
今回は超伝導 フォ トニクス研究セ ンター特集です。「たよ り」で このような特集が実現 され
たことは超伝導フォ トニクス研究センターの一員 として大変光栄に思います。
超伝導 フォ トニ クス研究セ ンターについて、こう思われる方がいらっしゃるか と思い ます。、
「超伝導エ レク トロニクス(旧 組織名)じ ゃないの?」 「超伝導フォ トニクスって何?」 「テラ
ヘルッとどう関係があるの?」 な どなど。そう思われる方に是非 目を通 して頂 きたいと思 いま
す。セ ンター在職歴が最 も長い萩行氏によってセンターの成 り立ちが紹介 されてい ます。研究
の中身ですが、4件 の研究 ノー トで紹介 しています。新 しい職員を増強 して走 り出 したばか り
のためか研究テーマが若干発散気味の ところもあるですが、今 回の特集ではいずれ も低温測定
を利用 した ものを紹介 してい ます。当センターの武器は、敢えて言 うなら超高速 ・テラヘルツ
分光技術 と高温超伝導体及びその関連物質の物性 を絡 ませ ることです。 これを念頭においてこ
一読頂ければ、概要をつかみやすいか と思います。
今回は超伝導 フォ トニクス研究セ ンターを特集 させ て頂 きましたが、寒剤ユーザーの方で
「じゃあ次はうちを特 集 して くれ」 とお考えの方がおられましたら、是非ご連絡 ください.特
に新 しい組織 には良い宣伝(?)の 場になると思い ます。
編集会議では近 く 「た より」の装丁を新 しくすることを検討 してい ます。環境問題 に配慮 し
て表紙 を再生紙 にするのですが(中 身はこれまで も再生紙で した)、これ を機 に大 きさもA4
版 に拡大する予定です。字が大 きくなり見やす くなると思い ます。慣れ親 しんだ表紙の色や本
文の段組はこれまでのものを踏襲す ることに してい ます.長 く 「たより」をご覧になっている
読者の方々はいかがで しょうか?何 かご意見があ りました らご連絡頂 きたい と思います。
(長島 健)
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表紙説明 フェム ト秒パルス レーザを用いて超伝導薄膜上に作製 された磁束文字。(本文P.16参照)
